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Well-being向上

に向けた取組み 

「内海産業 機会均等宣言」「D&I 行動宣言・第二次 D&I 行動計画」を定め、

互いの人権が尊重され、ジェンダーに拘わらず全てのメンバーの能力が最大限発揮

できる職場づくりを目指します。価値共創ガイドラインの「人権・労働、安全衛生へ

の配慮」に向け、価値共創アンケートにより協力会社の状況を確認し、良い取り組

みを全社で学びます。また、人権デューデリジェンス の情報収集と 体制構築の準

備を進めます。 

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○



■SDGs達成に向けた取組みチェックシート 事業者名：

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリ
ティ等）が、十分に活躍できる環境を整えている。

○ ○

・内海産業の「機会均等宣言」にて、人種、宗教、肌の色、性
別、年齢、身体障がい、国籍、又は、性的指向もしくは性自
認にかかわらず、最適な人材を雇用し、各職務に就けるも
のとする。また、他の従業員やその他会社の関係者につい
て差別することを禁じる方針を採るものとする。」と宣
言。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を
導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・社員全員にノートＰＣを貸与。家族看病、育児、介護等家
庭事情及び台風、大雨等災害などの出社できない状況で
のテレワークを実施。
・プラチナくるみん認定、トモニン登録等、家庭と仕事の両
立支援など各種制度の制定と活用を図っている。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのた
め、ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・「内部通報規定」と社外に「ハラスメント110番」を設置
し、「コンプライアンス違反の早期発見・未然防止、解決及
び再発防止、違反に対する自浄能力を発揮する為の通
報・相談の受け入れ」を行っている。
・人権問題やハラスメントの防止について研修を実施して
いる。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策
に取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでい
る。

○ ○

・長時間労働を是正するため、有給取得推進や残業削減
などの具体的な取組みを行っている。
・メンタルヘルスに関する研修を実施している。
・定期健診の受診率100％を維持するなど各種取り組み
によって、健康優良企業（金の認定)取得、健康経営優良
法人2024に認定。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を
提供している。

○ ○

・すべての社員が主体的に「継続学習」する環境の整備を
目指し、社員が学びたい時に学びたい内容の研修を受講
できる環境を用意。
・福利厚生制度「カフェテリアプラン」で、 SDGs 検定やロ
ボパットマスター認定取得などの資格取得サポート 、書
籍購入を通じ、社員の自己研鑽を支援。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に努め
ている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・ペーパーレスの推進、プロモーション活動の環境負荷低
減(名刺=バナナペーパー使用、カタログ=ベジタブルイン
キ、 ＦＳＣ認証紙、バイオマス包装紙使用など)
・３Ｒ商品を販売しＳＤＧｓの啓蒙に貢献している。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・ＳＢＴiによる「温室効果ガス削減目標」の認定（ＳＭＥ、中
小企業版）
・環境省推進の「COOL　CHOICE」に賛同し、エアコンの
設定温度最適化による節電に取り組んでいる。
・本社ビルの電力は、再エネ１００％に切り替え済。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与える
か確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・３Ｒを重要課題と捉え、各協力会社と一体となり循環型
社会を意識した長く使用できるモノ作り・リサイクル素材
の再利用、廃棄の削減などを推進している。
・再生ポリエステル・バンブーファイバー・コーヒー豆リサイ
クル商材等を商品化し販売。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に
努めている。

○
・従業員へ水資源の有効活用を呼びかけ、節水に努めて
いる。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための仕組
みを構築している。

○ ○

・内海産業サステナブル調達方針 価値共創ガイドラインに
基づき、サプライチェーンの透明化・生活者の安全への対
応を強化。
・オリジナル商品は第三者検品にて、全数検品を実施して
いる。
・「高齢者子供対象商品ガイドライン」の制定とカタログ掲
載商品への適用。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシッ
プにより、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に
取り組んでいる。

○ ○ ○

・重点取組課題「個人消費の低迷」への取り組み。顧客の
商品・サービスのファン増加、顧客開催イベントの成功等、
顧客の「成果」への貢献を通じ“個人消費低迷からの脱却”
を進める。こうした貢献の証である「前向きなフィード
バック(買促自慢・好事例）」の取得を事業を通じた
SDGs への中心的貢献と考えている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・プライバシーマーク取得。システム開発・販売・保守業務
における情報資産をあらゆる脅威から保護し、安全かつ
適正な情報セキュリティ対策を実施。
・ランサムウェア対策を全社へ 定期的に共有 ・啓発し、セ
キュリティインシデント ZEROを達成 。サイバー攻撃対策
が事業継続力強化計画に認定。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○

・「内海産業サステナブル調達方針」「価値共創ガイドライ
ン」にて法令倫理の遵守を規定。
・反社会的勢力との断絶を図るべく、すべての協力会社に
対して反社会勢力と無関係であることの表明・保証を求
めている。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○

・企業理念の実践、パーパスに向けた年度事業方針の策
定、それを全社員で共有する説明会を実施。
・「SDGs価値創造モデル(ぐるぐるリボンモデル)」と
「8.4（ハッピーショッピング宣言）」の制定(HPにて開示)
・国連グローバルコンパクトに署名

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案してい
る。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・大雪、台風等を想定したBCPマニュアル・ルール・レギュ
レーションを策定し社内共有している。
・緊急時の連絡体制を整備している。
・経営チーム・マネジメント職群を中心に派遣研修を行っ
ている。

○ ○ ○ ○

内海産業株式会社　九州支店　　　　　　　　　　　　　　　
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